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第25回2021ＪＦＦＷあおもり（拓こう未来を！ つ
なごう想いを！ ～青森でつなぐ全国の絆～）が2021
年（令和3年）11月20日、青森市にあるアピオあおも
り で 開 催 さ れ た。 Ｊ Ｆ Ｆ Ｗ（Japan Fire Fighting 
Women's club）は全国の女性消防職員の自主的なネ
ットワーク。全国各地から女性消防職員等約90名が会
場で参加したほか、約20名がオンラインにより参加し
た。主催はＪＦＦＷあおもり実行委員会とＪＦＦＷ事
務局。司会は、弘前地区消防事務組合消防本部の
三浦光氏が務めた。

今回の交流会は10時30分に青森地域広域事務組合消
防本部の消防職員による「ねぶた囃子歓迎セレモニー」
により開会し、開会セレモニーでは、三沢市消防本部
の滝沢智

ち

雪
ゆき

氏による「開会のことば」、青森県知事の
三村申吾氏、青森県消防長会会長の成田智氏による祝
辞、エール交換、消防庁消防・救急課長の門前浩司氏
による挨拶が行われた。その後、消防庁消防・救急課
の永峯義典氏による講演「女性消防吏員活躍推進の取
組について」、防衛装備庁調達事業部総括装備調達官
の近藤奈津江氏による基調講演「可能性への挑戦～女
性活躍と自分らしさの実現～」が行われた。

午後は、ライフワークバランス、現場活動、理想の
上司、ハラスメントフリーについてをテーマとする分
科会が行われ、活発な議論が行われたのち、一般社団
法人男女共同参画地域みらいねっと代表理事の
小山内世喜子氏がコーディネーターを務める全体会
「拓こう未来を！ つなごう想いを！ ～青森でつなぐ
全国の絆～」で、発表・講評が行われた。その後は、
弘前地区消防事務組合消防本部の前田陽子氏による
「閉会のことば」により閉会となった。

青森県内の女性消防職員14名からなる 
あおもり実行委員会により開催

本誌　まず今回の交流会についてお聞かせください。
滝沢智雪（三沢市消防本部予防課課長補佐兼設備指導
係長）　第25回2021ＪＦＦＷあおもりは、本部事務局
としてのＪＦＦＷ事務局（石原房江代表）の皆さんの
協力のもと、ＪＦＦＷあおもり実行委員会により開催
しました。

あおもり実行委員会は、前田陽子さん（弘前地区消
防事務組合消防本部）と私が代表を務め、3つの班に
分かれ班長を置き、水尻沙希さん（十和田地域広域事
務組合消防本部）が講演班の班長、中村美里さん（弘
前地区消防事務組合消防本部）と三上真智子さん（八
戸地域広域市町村圏事務組合消防本部）がおもてなし
班の班長、村上茜さん（下北地域広域行政事務組合消
防本部）が分科会班の班長を務め、青森県内の女性消
防職員に協力を呼びかけて各班を構成し、総勢14名の
あおもり実行委員により活動を進めました。また、一
般社団法人男女共同参画地域みらいねっと代表理事、
小山内世喜子様には同実行委員会のオブザーバーとし
て協力を頂きました。この場を借りて、今回ご協力頂
いた多くの方々に御礼を申し上げたいと思います。

あおもり実行委員は青森県内8消防本部からの参加
なので、青森県のほぼ真ん中に位置する青森市に集ま
って会議を行いました。2017（第21回）ＪＦＦＷ交流
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れまでの交流会で私たちが頂いたのと同等の、あるい
はそれ以上のおもてなしの気持ちで皆さんをお迎えし
ようとしていたところでの延期決定でした。

講師の方にお詫びの連絡を入れたり、予約していた
会場をキャンセルする等、実行委員のモチベーション
を下げかねない状況にありながら、あおもり実行委員
会の会議で「中止とする」という考えは出ませんでし
た。ちょうどあおもり実行委員の方が結婚したり、出
産したりといったおめでたいことが続き、その盛り上
がりの中で時機を待つことになりました。
本誌　延期した上でも、新型コロナウイルス感染拡大
の状況での開催ということになり、さらに苦労される
ことになったのではないですか。
滝沢　延期が決まった中、2020年10月には、開催に向
けてあおもり実行委員会が再始動し、開催日から検討
し直しました。

これまでの多くのＪＦＦＷ交流会が7月を恒例とし
て開催されてきましたが、このところ7月頃に豪雨災
害が発生していることからその対応で参加できなくな
る方が出る可能性も踏まえ、また、東京2020オリンピ
ック・パラリンピック競技大会の開催時期を外す意味
から、11月20日を開催日時に決定しました。

会場についても、予定していた会場が2021年9月に
閉館することになり、検討し直すことになりました。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策の必要な状況
にあり、直前になって状況がさらに悪くなりオンライ
ンのみの開催となるとしても、青森で開催することを
希望して計画を進めました。

実際には、新型コロナウイルス感染拡大はなかなか

会 IN 京都の時の京都のメンバーのお話を参考にし
て、青森市内のカラオケボックスを借りたり、県の施
設を借りたりして、会場、日時、テーマ等について話
しあいました。

テーマ「拓こう未来を！ つなごう想いを！ ～青森
でつなぐ全国の絆～」については、各班から1つずつ
案を持ち寄り投票により選ぶ方針でしたが、どれも捨
てがたく、3つのよいところを組み合わせたかたちに
なり、皆の熱い思いがにじみ出ているテーマとなりま
した。広報用のキャラクターを作成したのは、下北地
域広域行政事務組合消防本部の濱中真菜美さん（下北
地域広域行政事務組合消防本部）です。リンゴをかじ
る音を名前にしたリンゴの「おしゃく」と消防士の
「おしゃき」です。

新型コロナウイルス感染拡大の観点から 
延期、そして奇跡の開催へ

本誌　今回の交流会開催は、新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から一度延期した上での開催でした。
その際の状況についてはいかがでしたか。
滝沢　2019年（令和元年）7月に2019第23回ＪＦＦＷ
交流会（2020年1月号の本稿を参照）が横浜市で開催
され、その時点では翌年の第24回交流会を青森で開催
する予定でした。しかし、新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から、青森での開催を延期し、第24回交
流会は2020年10月にオンラインにより開催されること
になりました。（2021年1月号カラーグラビア参照）。

すでに日時、会場、テーマを決定し、講師を決め
て、分科会の構成等についても準備を進めており、こ

開会セレモニー

ねぶた囃子歓迎セレモニー
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ところ、青森地域広域事務組合消防本部から、人数、
演出についてを問い合わせる連絡を頂きました。「お
弁当しか出せない」とお伝えすると「自己完結での活
動なので気にしないでください」という有り難い言葉
を頂きました。

ねぶたお囃子隊・はねとの皆さん、総勢12名の方々
が、この交流会のために作成くださったＶＴＲ「歓迎
あおもりＪＦＦＷ」の演出のもと、迫力満点の演技を
見せてくださいました。主催者の私まで感動感激の演
技でした。

全国に多くの仲間を作り 
ネットワークで繋がる

本誌　次に、消防職員を志望した動機、消防職員とし
ての歩みについて聞かせてください。
滝沢　私は多くの方々にお世話になったという思いが
あり、社会に出たら自分が人の役にたてる仕事がした
いと思い、消防職員を志望しました。

収まらず、爆発的に感染者が増え、青森県内の行事が
縮小や中止となっている状況にありました。あおもり
実行委員会のなかには、計画を進めながら、「なぜこ
んな時期に開催するのか」と言われ、肩身の狭い思い
をした委員も多くいたと思います。新型コロナウイル
ス感染拡大の状況を見ながら、タイミングを計りなが
らコツコツと計画を進めました。

そのようなまさに奇跡ともいえる開催に対し、全国
の消防職員等の皆さんには、遠方からにもかかわらず
大勢の参加を頂きました。青森県内の消防本部の男性
職員、青森県消防学校の講師、青森県職員の方々にも
ボランティアとしてご協力頂き、また、あおもり実行
委員の所属消防本部にもご協力頂きました。本当にあ
りがとうございました。

青森ならでは！ 
ねぶた囃子歓迎セレモニー

本誌　今回の「おもてなし」の一つとして、交流会の
冒頭では「ねぶた囃子歓迎セレモニー」が見事に演じ
られました。青森ならでは！　まさに圧巻でした。
滝沢　おもてなし班の提案で、全国からの参加者の皆
さんにねぶた囃子を披露しようということになりまし
た。しかし、新型コロナウイルス感染拡大の最中にあ
って、引き受けてくれる団体を見つけられずにいまし
た。妥協してＶＴＲによる披露にしようという話にも
なりました。

そこで知人の青森県消防学校の講師（青森地域広域
事務組合消防本部から派遣）の中村裕志さんに「青森
消防の職員に『ねぶた男』はいませんか」と相談した

基調講演「可能性への挑戦～女性活躍と自分らしさの実現～」

防衛装備庁調達事業部総括装備調達官の近藤奈津江氏

講演「女性消防吏員活躍推進の取組について」
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い切って小学生の子供を連れて、ＪＦＦＷ交流会に参
加させて頂いたものでした。

その交流会では、青森県からの参加は私一人であっ
たためか、事務局の皆さんに「一人でよく来たね」と
声をかけて頂いたのを憶えています。受付を済ませた
ところで、参加者名簿が北方の青森県から始まってい
て参加者番号が1番であったことから「乾杯の挨拶を
お願いします」と言われました。そのような役割まで
与えて頂き、私は初めて参加していることからの緊張
を解くことができました。

その時にお会いした秦好子さん（元横浜市消防局）、
古尾谷敏江さん（元川崎市消防局）、石原房江さん
（元市川市消防局）をはじめとする本部事務局の方々
とは、現在も電話やライン等でつながり、交流を持た
せて頂いています。

自分の所属に女性の先輩がいなくて悩んだり困った
りしている女性消防職員の方がいらっしゃったら、是
非ＪＦＦＷ交流会のホームページ（https://club-jffw.
com/）を覗いてみて頂きたいです。パワーがとにか
くすごいです。一年に一度の交流会を楽しみにまた1
年頑張れます。同じ消防職員の仲間から、元気・勇
気・やる気をもらえます。

採用されるとすぐに大型免許を取得し、警防隊員と
して消防ポンプ自動車に乗って災害現場に行き消火活
動をしたいと思っていましたが、当時の法律ではまだ
女性が深夜業務に就くことができず、現場活動に従事
することはかないませんでした。

消防本部の予防課（8年）、警防課（5年）での日
勤、通信指令課（7年）での隔日勤務、消防署（2
年）での日勤を経て、現在はまた消防本部予防課（8
年）で勤務しています。

2019年（令和元年）には、消防大学校幹部科第59期
に入校させていただき、全国に多くの仲間を作ること
ができ、業務に必要な情報の交換や共有などを行い、
ネットワークでつながっています。

交流会を楽しみにまた1年、 
仲間から、元気・勇気・やる気を…

本誌　ＪＦＦＷとのこれまでの関わり等について聞か
せてください。
滝沢　私がＪＦＦＷ交流会に初めて参加したのは、
2014年（平成26年）に横浜市で開催された交流会です。

私は青森県内で初めて採用された女性職員で、男性
ばかりの職場の中、手探りで消防業務を行っていまし
た。目の前の業務に全力で取り組むものの、悩むこと
が多くあり、相談する女性の先輩がいない状況にあり
ました。プライベートでは、結婚、出産、育児等につ
いて悩むこともありました。

そんな中で、ＪＦＦＷ交流会が開催されていること
を雑誌やインターネットで知り、全国で活躍されてい
る女性消防職員の方の意見を聞いてみたいと思い、思

あおもり実行委員会

代表　滝沢　智雪（三沢市消防本部）
　　　前田　陽子（弘前地区消防事務組合消防本部）
○講演班
班長　水尻　沙希（十和田地域広域消防事務組合消防本部）
　　　三浦　光（弘前地区消防事務組合消防本部）
　　　山下　このは（鯵ヶ沢地区消防事務組合消防本部）
　　　金澤　柚葉（青森地域広域事務組合消防本部）
○おもてなし班
班長　中村　美里（弘前地区消防事務組合消防本部）
班長　三上　真智子（八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部）
　　　濱中　真菜美（下北地域広域行政事務組合消防本部）
　　　三和　裕佳子（五所川原地区消防事務組合消防本部）
　　　工藤　和加（五所川原地区消防事務組合消防本部）
○分科会班
班長　村上　茜（下北地域広域行政事務組合消防本部）
　　　佐藤　桂子（弘前地区消防事務組合消防本部）
　　　熊谷　仁美（青森地域広域事務組合消防本部）
オブザーバー
　　　小山内　世喜子（一般社団法人男女共同参画地域みらいねっと

代表理事）

分科会の模様
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悔しい思いをしたりしたこと、業務推進のために工夫
していること等について忌憚なく話しあえる分科会
は、交流会の中で最も貴重で楽しみな時間です。

全体会では、各分科会で話しあわれた内容の発表が
あり、参加者全体でその内容の共有ができます。

今回の交流会ではこの分科会に多くの時間を割り当
てましたが、参加者の方からもっと時間が欲しかった
という意見も頂いています。

やりたいことに向かって頑張って 
いつかはよい方向に向かう

本誌　女性消防職員の現況についてはどのように感じ
られますか。
滝沢　1969年（昭和44年）に女性消防職員の歴史が始
まって以来、先輩方の計り知れない努力と苦労によっ
て女性消防職員の歴史は築かれてきました。

2004年（平成16年）の32号通知、56号通知は特に、
私たち女性消防職員にとって、世界を変えるほどの意
味を持つ通知でした。この通知を機会に全国では、
徐々に火災や救急の現場に女性消防職員が出場し活動
することになったと思います。

私は、2006年（平成18年）に通信指令課勤務にな
り、拝命以来初めての当直勤務になりました。青森県
内の各消防本部でも女性消防職員が少しずつ採用され
ていきましたが、青森県内で女性の救急隊員が活動す
るようになるのは、2006年頃であったと思います。青
森県内の女性消防職員が警防隊で活動するのはさらに
その後のことです。

青森から全国へ 
ネットワークを広げ、共有する

本誌　青森県内の女性消防職員のネットワークについ
て聞かせてください。
滝沢　ＪＦＦＷ交流会に初めて参加したのち、私はそ
こで見たり聞いたり感じたりしたことを青森県内の女
性消防職員に伝えたいと思いました。

そこで、その頃から年に一度の女性消防職員の女子
会を開くことになりました。そのメンバーのうちの有
志数人がその後のＪＦＦＷ交流会に参加するようにな
り、今では10人をこえるメンバーがＪＦＦＷ交流会に
参加するようにもなりました。

青森県内の女性消防職員によるＳＮＳを使ったネッ
トワークを広げて作ったグループラインは、消防大学
校からの資料や各種研修会の情報など、全国の消防職
員ともつながる共有の場となっています。

分科会で忌憚なく話しあい 
全体会で発表し、共有する

本誌　今回の交流会の分科会、全体会についての感想
をお願い致します。
滝沢　ＪＦＦＷ交流会に参加している女性消防職員
は、ロールモデルの先輩がいなくて、それぞれに困っ
ている状況にあると思います。そういう状況にある女
性消防職員にとって、性別も年齢も階級も違う参加者
が、消防隊員、救急隊員、救助隊員としての現場活
動、通信指令や予防課等での業務の中で、悩んだり、

分科会の模様

分科会の模様
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用できる制度を十分に理解し活用し、柔軟に対応して
いくよう努めたいところです。組織としては、人員の
やりくり等の課題もありますが、いつでも職場に復帰
できるよう、体制を整えることが大切だと思います。

私は当直勤務の日に、子供たちと交換日記をしてい
ました。それなりに工夫して育児、仕事を楽しんでき
ました。職場に理解を頂いたこと、家族に協力しても
らえたことに感謝しています。

消防士になって 
災害現場で住民のために活動したい

本誌　警防や救急の現場における女性消防職員の活動
についてはどのように考えられますか。
滝沢　今回の交流会の分科会では、テーマ2「現場で
輝く！ 『ポジティブアクション』」で、「警防・救急・
救助に緊援隊！ 悩み事・困り事、ここで解決できる
かも～現場活動・災害派遣で女性が活躍するために

現在、青森県内の女性消防職員数は51名、国の定め
る目標5パーセントに対し1.9パーセントという現況
になっています。少しずつではありますが女性消防職
員が増えてきています。

職域については、青森県消防学校で厳しい訓練を受
け、人命救助最優先を叩き込まれてきた女性消防職員
たちは、とても頑張っているので少々のことではへこ
たれることはないと思います。

女性消防職員は皆、自分がやりたい業務に就くため
に日々惜しみなく努力しています。現在、国が全面的
にバックアップし女性の活躍を推進しているので、自
分のやりたいことに向かって頑張っていれば、いつか
きっとよい方向に向かうと思います。

個々のライフスタイルについて 
柔軟に対応していくよう努めたい

本誌　女性消防職員にとっての結婚、出産、育児等に
ついてはどのように考えられますか。
滝沢　今回の交流会の分科会では、テーマ1「理想の
ライフスタイル！ 『ライフワークバランス』」で、「ス
キルアップもプライベートも！ 頑張り屋さんの本音
トーク ～仕事と家庭の両立～」をスローガンとして
意見交換がなされました。結婚、出産、育児は、誰に
とっても祝福すべき一大イベントだと思います。

仕事には代わりの人がたくさんいますが、親は自分
しかいません。子供と向き合って育児休暇を取りたい
方、消防が大好きで早く現場に戻りたい方等、男性女
性にかかわらず、様々な考え方があり、ひとくくりに
はできませんが、個々のライフスタイルについて、使

全体会「拓こう未来を！ つなごう想いを！ ～青森でつなぐ全国の絆～」

全体会（発表）

オンラインによる参加（分科会）
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～」をスローガンとして意見が交わされました。事故
事案の内容によって、男性職員と乗り換え運用された
り、消防署に残留にさせられたりするケースがあると
いうことでした。

私は警防や救急活動においても、男性女性にかかわ
らず公平公正で同じ扱いでよいと思っています。消防
士になって災害現場で住民のために活動したくて消防
職員になったのです。とにかく何でもやらせてほしい
と思います。たとえ汚くなっても、臭くなっても、人
命救助の現場で活動したいと思っています。傷病者が
女性である場合は、現場部隊に女性がいると安心でき
るという住民の声も聞きます。

ハラスメントを防ぐためには 
意識改革・啓発、教育の実施が必要

本誌　各種のハラスメントについてはいかがですか。
滝沢　ハラスメントについては、今回の交流会の分科
会でもテーマ4「お互いを思いやり、心の充実を！ 
『ハラスメントフリー』」で、「しない！ させない！ 
見逃さない！ 気づきの大切さ～ハラスメントを防
ぐ・避ける、自分の心の守り方～」をスローガンとし
て話しあわれました。分科会の中では最も参加人数の
多いテーマで、多くの方が関心を持っているテーマで
あると感じています。

ハラスメントはなくすべきであり、許されるもので
はありません。職場でのハラスメントを防ぐために
は、十分な調査、処分の厳格化、相談できる窓口の設
置、風通しのよい職場環境づくりが挙げられます。ど
れも大切ですが、職員の意識改革・啓発、教育の実施
が必要だと思います。
本誌　女性消防職員の活躍を推進していく中での消防
組織の課題についてはいかがでしょう。
滝沢　特に幹部の方の意識改革が重要になってくると
思います。誰もが働きやすい職場を作る、女性活躍推
進の考え方を自ら理解する、「男性だから女性だか
ら」で判断しない、性別にかかわらず公平・公正に接
する、配慮の気持ちを持つ等、ハラスメント防止にも
共通する意識の改革が重要であると思います。
本誌　若い消防職員にはどのような印象を持たれます
か。

分科会の成果（全体会で発表された）

テーマ1

テーマ3

テーマ2

テーマ4
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力していると誰かが応援のエールを送ってくれます。
「しなやかに、したたかに、微笑みながら」はＪＦ

ＦＷのスローガンです。困った時悩んだ時は、この言
葉を思い出して、全国に同じ消防の仲間がいることを
思い出してください。

いつも笑顔を忘れずに…。

滝沢　消防職員になりたくて採用試験を受け、難関を
経て採用された方たちの、仕事に対する熱意は高いと
思います。それぞれが、夢を持って自己啓発に取り組
んでいるように思います。今では幼少期から男性女性
の性別に関係なく教育を受けてきているので、皆がよ
きライバルであり、よき仲間なのだと思います。目標
に向けて頑張ってほしいと思います。
本誌　今回の交流会の分科会では、テーマ3「理想の
上司と思われたい！ 『マイボスマイヒーロー』」では、
「後輩も私もブラッシュアップ～上手に後輩を育成す
るために～」をスローガンとして話しあわれました。
ベテランの職員と若手の職員がともに高めあえる組織
づくりが必要ですね。

最後に、後輩の女性消防職員へのメッセージをお願
い致します。

全国に消防の仲間がいる 
「しなやかに、したたかに、微笑みながら」

滝沢　現在、国では女性消防職員のさらなる活躍の推
進に向けた取り組みが進められ、各消防本部で採用・
増員がなされていると思います。女性消防職員の職域
が拡大され、女性消防職員が多様な職域にも就くこと
ができるようになっている現在、消防職に就いた皆さ
んは、個人のスキルアップはもとより、信頼できる仲
間を作って様々なことに可能性を見いだし、挑戦して
ほしいと思います。

実際には、警防隊員、救助隊員、救急救命士になる
ことを夢見ていても希望にそぐわない状況があるかも
知れません。あるいは実際に希望の職域に就いたもの
の理想と現実が違い目標を見失ってしまうといったこ
とも考えられます。そんな時には、初心に戻って、住
民の生命・身体・財産を守る消防士であることを第一
義に考えてください。

私もいつかは、消防ポンプ自動車で火災や災害現場
に行って活動したいと思っています。また、それと同
時に、担当業務や役割は違っていても目的は一緒だと
思っています。目標を持って、何にでも挑戦しながら
自分の経験値を増やし、自分の居場所を作ることが大
切だと思っています。

仕事に人生にプライドを持って胸を張り一生懸命努

ホームページでの開催告知広報。広報用キャラクターは、リン
ゴの「おしゃく」と消防士の「おしゃき」
（下北地域広域行政事務組合消防本部・濱中真菜美）


